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1.  投稿論文は実験動物に関する知識や技術の発展に寄
与する以下に分類される未発表の論文とする。
1） 原著（Full paper）独創性に富み，目的，結論等

が明確なもの。
2） 短報（Brief note）断片的な研究であっても，価

値のある新しい知見を含むもの。
3） 総説（Review）特定の主題について著書の視野

に基づいて体系的にまとめたもの。
4） 資料（Practical information）知識・技術等を調査

取りまとめたもので研究，技術に参考となるもの。

2.  投稿する著者は，筆頭が日本実験動物技術者協会の
個人会員か否かを問わないが，個人会員，一般の非
会員および学生の非会員に分け，その条件と料金を
定める。但し，本協会編集部から依頼された原稿に
ついてはこの限りではない。

3.  投稿原稿は審査員により査読を行い掲載の可否を判
断する。

4.  投稿原稿は原則として，一般的なアプリケーション
ソフトを利用した電子データとして以下に述べる 
ファイルに分けて提出する。その際，用紙サイズは
原則 A4 版とする。
1） 論文本体（表紙から参考文献までのテキストを

含むファイル）はマイクロソフト社の Word で
の作成が望ましい。

2） 図 は マ イ ク ロ ソ フ ト 社 の PowerPoint, Word, 
Excel や JPEG, TIFF 等を用いぼやけた画像や小
さい画像を提出することは避ける。

3） 表はマイクロソフト社の Excel や Word 等を使
用し作成する。

4） 字体は標準的なフォントであるMS 明朝や 
Times New Roman 等を用いる。

5.  論文の提出は CD に収めて郵送で提出するか，電子メ
ールにファイルを添付して提出する。提出時は以下の
内容を明記したテキストファイルを paper.txt のファ
イル名で添付する。添付資料１の記載例を参考にする。
1）論文表題
2） 筆頭著者（first author）氏名と責任著者（corresponding 

author）氏名
①筆頭著者の氏名を記載する。
② 責任著者が筆頭著者以外にいる場合は氏名を記

載する。
i） 筆頭著者は通常，その論文の内容を十分理

解し査読時に，共著者への同意，修正や回
答を行う責任著者を担う。

ii） 筆頭著者以外に，論文執筆について責任著
者を定める場合は，責任著者がわかるよう
に記載する。

3）筆頭著者名と責任著者連絡先
① 所属機関名，連絡先住所および電話番号を明

記する。なお，E メールアドレス等の連絡手

段があれば記載する。
4） 筆頭著者の種別（個人会員・非会員の別および

一般・学生の別）
5） 送付するファイル名と使用したアプリケーショ

ンソフト名

6.  審査員の審査が終了し，最終的に論文が受理された
時点で入稿用のデータを改めて提出する。

7.  原稿は，表題，図表，写真，参考文献を含めて， 刷
り上り頁数が 8 頁以内とし，超過分については著者
が実費を負担する。

8. 論文の原稿の構成は以下とする。
1） 第 1 頁に和文で論文の種類（原著，短報，総説，

資料）表題，著者名，所属機関，所在地（郵便
番号とも），電子メールアドレスを明記する。

2） 第 2 頁に英文で論文の種類（Full paper, Brief 
note, Review, Practical information），表題，著
者名，所属機関，所在地（郵便番号とも）），電
子メールアドレス，英文要約およびキーワード

（アルファベット順，5 語以内）を明記する。
3） 第 3 頁以降の記述の順は，原著論文は和文要約，

序文，材料・方法，結果，考察，謝辞および文献
とするが，短報，総説および資料はこの限りでは
ない。なお，投稿論文は和文もしくは英文とする。

9.  文の書き出し及び段落を改行した場合は 1 字あけて
書き出す。

10.  漢字は出来るだけ当用漢字の範囲内にとどめる。動
物と植物の和名は原則としてカタカナ表記とし，動
物，植物，微生物などの学名は斜体あるいは下線を
引いて標記する。

11.  外国の地名，人名等は原語または英語綴りで記載し，
固有名詞は最初の文字以外は小文字とする。

12.  数字はアラビア数字とし，度量衡の記号は原則とし
て SI 単位を用いる。
例　m, mm, µm, nm, l, ml, µl, kg, g, mg, µg, ng, pg, h, 
min, s, ℃, rpm, Hz, Bz, %, ppm, pH, J, lx, and, dB. 等

13.  略号を使用する場合は論文内に初めて使用するとき
に完全な語句を記載し，そのあとに略語を括弧内に
記載する。なお，メートル法単位および以下の略号
はその限りではない。
CD, cDNA, DNA, ELISA, Ig, IL, ip, mRNA, no., 
PBS, PCR, RTPCR, RNA, SPF, SD, SE, SEM.

14.  論文に記載された研究で動物実験を実施した場合は
動物福祉や動物倫理に十分な配慮が取られている必
要があり，以下の点について論文内に明記する。な
お，原著論文は材料・方法の項目に記載する。
1） それぞれの機関のガイドラインに従って実施し，

機関の動物実験委員会で審査したことを示す
（委員会の承認番号等）。

「実験動物技術」投稿要綱
（2023 年 6 月 30 日改正）



2） 上記が難しい場合は動物福祉および倫理に十分
に配慮したことを明記する。

15.  引用文献は，本文中の引用箇所の肩に引用順に文献
番号を付け，本文の末尾に引用した順に並べる。
1）雑誌の場合
　 著者名, （発行年）, 表題, 雑誌名，巻，開始頁 - 最終頁 .

例）  齋藤宗雄 , 今井都奏 , 橋本春夫 , （2017）, ビ
ニールアイソレータの圧力変化を応用した
空気漏洩の簡便な検査法の確立 ,  実験動物
技術 , 51, 41-46.

2）単行本の場合
著者名 , （発行年）, 書名，版 , 開始頁 - 最終頁，
発行所，発行地 .
例）  笠井一弘（2007）, アニマルマネジメント 動

物管理・実験技術と最新ガイドライン, 第 1
版 , 225-227, 株式会社アドスリー , 東京 .

3）電子資料の場合
発信機関名 , ウエブページの名前 , ウエブサイ
ト名称 , URL, （引用年月日 month day, year）.
例）  日本学術会議 . 日本学術会議 , 年次報告・

外部評価書 , http://www.scj.go.jp/ja/scj/
nenji_hyoka/index.html （April 14, 2017）.

16.  図，表ならびに写真はそのまま製版できるようにし，
本文中にその挿入箇所を明記する。なお，図表なら
びに写真には必ず番号を記載する。表題，説明文及
び単語等は，原則的に英語表記とする。

17.  受理され入稿の際，写真は解像度によって印画紙に
焼き付けたものの提出を求めることがある。

18.  著者校正は原則として初校のみとし，その際新たな
追加，変更は認めない。それ以降は編集者の責任校
正とする。

19.  本誌に掲載されている記事の著作権は日本実験動物
技術者協会に帰属する。出版に際して実験動物技術

者協会から発行される著作権に関する承諾書（添付
資料 2）に必要事項を記載し論文採択後に原稿とと
もに提出する。

20.  論文掲載料は論文 1 編あたり別表４に定めるとおり
とする。

21.  別刷り料金は別表５に定めるとおりとする。筆頭が
非会員（一般・学生）の場合は，その 1.5 倍の料金
とする。必要部数は初校の際に明記する。

22. 本誌の発行は 6 月と 12 月の年 2 回とする。

23.  英語論文の投稿については24.項の照会先に照会する。

24.  原稿の送付および投稿に関する照会は下記宛とする。
〒 162-0814 東京都新宿区新小川町 5-20 
                サンライズビル II 3F
株式会社アドスリー内
日本実験動物技術者協会 編集部事務局　
TEL（FAX）03-3269-3531

  

添付資料 1

※添付資料1および2は協会ホームページ（http://www.jaeat.org/）よりダウンロードしてください。

添付資料 2

別表 4  「実験動物技術」論文投稿の条件と料金表
          （2023年6月30日現在）

　 種別 機関誌投稿の条件 機関誌掲載料

個人会員
一般 筆頭投稿可能 10,000 円
学生 筆頭投稿可能 10,000 円

非会員
一般 筆頭投稿可能（但し責任著者

は個人会員に限る） 50,000 円

学生 筆頭投稿可能（但し責任著者
は個人会員に限る） 15,000 円

別表 5「実験動物技術」別刷作成料金表
         （2023 年 6 月30日現在）

部数
白黒印刷 カラー印刷

表紙付 表紙無 表紙付 表紙無
50 48,000 円 35,000 円 192,000 円 140,000 円
100 48,000 円 35,000 円 192,000 円 140,000 円

※�表は筆頭が個人会員の場合の料金である。非会員（一般・学生）の
場合は表の 1.5 倍の料金とする。



第 57 回日本実験動物技術者協会総会
（福島大会）のご案内（第 2 報）

名　　  称：第 57 回日本実験動物技術者協会総会
The 57th Annual Meeting of Japanese Association
for Experimental Animal Technologists

大会テーマ：「徹する～科学のために，動物のために～」

会　　  期：2023 年 10 月19日（木）・20日（金）・21日（土）

会　　  場：コラッセふくしま https://www.corasse.com/
〒960-8053 福島県福島市三河南町 1 番 20 号
TEL：024-525-4089

大  会  長：石橋　崇（東北大学加齢医学研究所実験動物管理室）

参加費： 
 

情報交換会：2023 年 10 月20日（金）18：30 ～予定
 ホテル福島グリーンパレス
 〒960-8068 福島県福島市太田町 13 番 53 号 TEL：024-533-1171
 事前登録　6,000 円　　　当日登録　8,000 円

大会事務局： 〒981-8558 宮城県仙台市青葉区小松島 4 丁目4 番 1 号
 東北医科薬科大学実験動物センター内
 第 57 回日本実験動物技術者協会総会事務局 事務局担当：栗崎政希
 e-mail：57th_admin@jaeat2023.com

大会ホームページ：https://www.adthree.com/jaeat2023/（詳細情報は随時更新いたします）

日程：

大会長 石橋 崇（東北大学加齢医学研究所実験動物管理室） 

事前申込（円） 当日申込（円）

会員 非会員 会員 非会員

一般 学生 一般 学生 一般 学生 一般 学生

7,000 4,000 9,000 6,000 9,000 6,000 11,000 8,000

10 月 19 日（木） グループワーク，教育セミナー

10 月 20 日（金） 一般演題（ポスター発表，口頭発表），企業PRセッション，特別講演，シンポジウム，教育セミナー，
ランチョンセミナー，総会，評議員会，Well-being ひろば，器材展示，情報交換会

10 月 21 日（土） 一般演題（ポスター発表，口頭発表），企業PRセッション，教育講演，シンポジウム，教育セミナー，
ランチョンセミナー，Well-being ひろば，器材展示



                                                                                             

特  別  講  演 9：05 ～ 10：05　A 会場
 「冬眠様状態を誘導する新規神経回路の発見」（仮）
 　櫻井　武（筑波大学医学医療系 / 国際統合睡眠医科学研究機構（WPI-IIIS））

シンポジウム1 10：10 ～ 12：10　A 会場
 テーマ：「動物施設震災危機管理 Update」（仮）
 　宮下早奈枝（札幌医科大学医学部動物実験施設部）
 　小澤和典（福島県立医科大学医学部附属実験動物研究施設）
 　原田伸彦（東北大学医学系研究科附属動物実験施設）

シンポジウム2 15：50 ～ 17：50　A 会場
 テーマ：「動物・施設管理における自動化・デジタル化の現在地～ DX への第一歩～」（仮）
 　石橋　崇（東北大学加齢医学研究所実験動物管理室）
 　土山修治（熊本大学生命資源研究・支援センター動物資源開発研究施設・資源開発分野）
 　廣江　猛（自然科学研究機構生理学研究所動物資源共同利用研究センター）
 　吉澤瑛吾（（株）ファームノート）

教育セミナー 2 11：10 ～ 12：10　C 会場
 「技術系業務におけるコーチング術」（仮）
 　松田友里江（松田友理江コーチングオフィス）

教育セミナー 3 15：50 ～ 16：50　C 会場
 「医薬品開発における動物実験代替法の考え方とFDA 近代化法 2.0」（仮）
 　諫田泰成（国立医薬品食品衛生研究所）　

大会概要：
                                                                                             

教育セミナー 1 15：30 ～ 16：30　A 会場
 「動愛法改正に向けての実験動物取扱実態調査アンケートについて」（仮）　A 会場
 演者：調整中

グループワーク 16：40 ～ 18：10　会場調整中
 「業務の中の改善や工夫を投稿論文にしてみよう！」（仮）

 演者：調整中

2023 年 10 月 19 日（木）

2023 年 10 月 20 日（金）



                                                                                             

教  育  講  演 10：10 ～ 11：10　A 会場
 「爬虫類の分子進化・分子系統学」（仮）
 　松原和純（中部大学応用生物学部）

シンポジウム3 13：20 ～ 15：20　A 会場
 「我が国における微生物モニタリング検査の将来像」（仮）
 　石田智子（実験動物中央研究所 ICLAS モニタリングセンター）
 　丸山　滋（ジャクソン・ラボラトリー・ジャパン（株）生産部）
 　伊藤由広（ハムリー（株）営業部東京営業所）

その他のイベント：

器　材　展　示： 10 月20日（金）・21日（土）の 2日間にわたり，ポスター・器材展示会場（企画展示室・D 会場）
  で開催いたします。器材展示のご希望につきましては，下記，日本実験動物器材協議会事務局まで

ご連絡下さい。
 日本実験動物器材協議会事務局　〒153-8533　東京都目黒区東山 1-2-7
 日本クレア株式会社内　TEL：03-5734-1281　FAX：03-3719-0571
 E-mail：kizaikyo@laean.net　URL：http://www.laean.net/

ランチョンセミナー： 3 テーマを予定しています。詳細は HP をご確認下さい。

ホスピタリティールーム： 3 部屋を準備しています。詳細は HP をご確認下さい。

その他のお知らせとお願い：

1． 大会参加の事前登録の締切は 7 月15日（土）を予定しています。情報交換会の参加申し込みも同様です。詳細は
HP をご確認下さい。

2． 大会への協賛の申し込みや，講演要旨集への広告の申し込みを随時受け付けております。締切日を 7 月31日（月）
まで延長しております。お問い合わせにつきましては大会事務局までお願いいたします。

3．宿泊につきましてはお早めに予約下さるよう，お願いいたします。

以上，皆様方のご参加を心よりお待ち申し上げます。

2023 年 10 月 21 日（土）



日本実験動物技術者協会からのおしらせ
本部事務局長　坂本 雄二

1. 電子化について
　当協会では迅速な情報提供と経費節減のため，2021 年 6 月より段階的に電子化を進めております。電子化に
関する予定を以下の表にまとめましたのでご確認ください。各種会員宛の情報を電子的に配信することになります
ので，電子メールアドレスを登録いただくことが大変重要になります。まだ未登録の方は早急に登録いただき
ますようお願いいたします。会員の皆様へのサービス向上および協会活動の充実のための主旨を何卒ご理解いた
だき，ご協力をお願いいたします。今後の電子化の進捗状況は広報等でお知らせいたします。

項　目 予定時期 内容 アクセス方法

機関誌

①�通常印刷と郵送→ 2022 年 12 月号（実験動物技術�Vol.57�
No.2）まで

②電子化 PDF�暫定開始→ 2023 年 6 月より開始予定
　�メール未登録者に簡易印刷配布→�2023 年 6 月から 2025 年

12 月まで
③電子化 PDF�開始（完全移行）
　→�2026 年 6 月から

2023�年 6�月から
学術分野の情報に限定

URL を電子メール
（メールマガジン）に
て配信

広報

①通常印刷と郵送→�2022�年 6�月発行の広報 No.45 で終了
②�電子化 PDF�暫定開始→ 2022 年度より，PDF による年 2 回
（12 月号と 6 月号）配布開始�
� �（2022 年 12 月号は広報 No.46-1，2023年 6 月号は広報
No.46-2 と表記予定）

　�メール未登録者に簡易印刷配布→�2023年6月から 2025 年
12 月まで

③電子化 PDF�開始（完全移行）
����→�2026年 6月から（年 2 回発行，6月と12月）　

2023�年 6�月から従来の
内容に機関誌の

「事務局からのお知らせ」
「連絡先」を移動

総会出欠
システム

①暫定開始（メール未登録者にハガキ郵送）
　→�2022 年 9 月から 2024 年 9 月
②完全移行→�2025 年 9 月から

出欠連絡，欠席の場合の
議決権行使または委任状
の提出

URL を電子メール
（メールマガジン）に
て配信

メールマガジン
配信 2022年8月導入済 各催事，事務連絡等の

配信
本部へ登録した
アドレスに配信

　 1-1. 機関誌および広報
　刊行物のうち広報は 2022 年 12 月号より，機関誌については 2023 年 6 月号より電子化に移行しました。当協会
会員のみに閲覧可能なサイトの URL を電子メール（メールマガジン）にて配信し，サイト内に PDF ファイル
を掲載いたします。会員の皆様にはダウンロードしてご活用頂きますようお願いいたします。なお，掲載する
サイトは 1 年ごとに URL を更新（毎年 9 月 1 日）する予定です。なお，メールアドレス未登録の会員の方へ
は，2023 年 6 月から 2 年間（2025 年 12 月まで）は簡易印刷した電子刊行物（機関誌・広報）を郵送しますが，
2025 年 12 月以降は郵送対応を終了いたしますのでご承知おき下さいますようお願い申し上げます。
　電子化に併せて，機関誌および広報の掲載内容について見直しを行いました。機関誌は学術記事および投稿
論文を掲載し，広報は会員の皆様に向けた事務連絡，話題提供，連絡先等を掲載いたします。この掲載内容変更
に伴い広報の発行回数を 2022 年度より年 2 回に変更しましたのでよろしくお願いいたします。

　 1-2. 総会出欠に関する Web システムの導入
　2022 年（第 56 回総会）より総会出欠に関して Web システムを導入いたしました。このシステムでは，総会
への出欠および欠席される場合の議決権行使または委任状提出を Web 上で行うことが可能です。詳細は 2022 
年 7 月に郵送された「総会開催案内」および「総会出欠システムの利用法」をご確認いただき，手順に沿って
ご利用いただきますようお願いいたします。なお従来からご利用いただいている協会ホームページの書式も
ご利用いただけます。なお，メールアドレス未登録の会員の方へは，2022 年より 2 年間（2024 年 9 月まで）は
総会ハガキをお送りしますが，それ以降は何らかの形で協会ホームページよりダウンロードして下さるよう
お願い申し上げます。



　 1-3. メールマガジンの配信
　本部または支部に関わる情報を，実技協本部より実技協の会員（個人会員と賛助会員）へメールマガジンを
配信します。配信の際には，ファイル添付は行わずテキスト情報のみとし，データの総容量を 1MB 以下とします。

2. 郵送物について
　2023 年 7 月より本部から個人会員の郵送物発送は，年に 1 回，7 月のみとさせていただきます。郵送物の内容
は「年会費振込用紙」「総会開催案内」「総会出欠システム利用法」「年会費納入状況」を予定しております。

項　目 予定時期 内容 方法

郵送物

①暫定開始（メール未登録者には右の内容に加えハガキ・
　刊行物の簡易印刷同封）
　→ 2022 年 7 月から 2024 年 7 月
②完全移行→ 2025 年 7 月から

・年会費振込用紙
・総会開催案内
・総会出欠システムの利用法
・年会費納入状況

本部へ登録した連絡先
に年 1 回�7 月発送

3. メールアドレス登録のお願い
　登録は所有の携帯電話・自宅 PC・勤務先 PC 等いずれかの電子メールアドレスをご登録下さい。登録いた
だいた個人情報は事業目的の遂行のために必要な範囲でのみ利用し，第三者へ開示・提供することは無いこと
を申し添えます。なお，電子メールアドレス未登録の会員の方へは前述しました通り，総会ハガキは今後 2 年間

（2024 年 7 月まで），刊行物の簡易印刷版の郵送は 2025 年 12 月まで行いますが，それ以降は停止する予定です
のでご了承いただきますようお願いいたします。早めに電子メールアドレスを登録いただきますようお願いい
たします。
　登録方法は，件名を「アドレス登録」，メール本文に①氏名，②連絡先住所・電話番号，③所属支部名，
④ e-mail アドレスを記載の上，本部事務局までメールまたは FAX を送付いただきますようお願いいたします。

〒 162-0814　東京都新宿区新小川町 5-20 サンライズビルⅡ 3F
株式会社 アドスリー内   一般社団法人 日本実験動物技術者協会事務局　　　
TEL・FAX：03-3269-3531 　E-mail：jaeat@adthree.com

4. ホームページ（http://jaeat.org/）の活用について
　実技協の最新情報，各支部で行われる講演会・講習会などのイベント情報，本部事務局への申請用紙等の書式，
実験動物技術者試験の問題（過去問題）などを掲載しております。是非ご活用ください。

5. 年会費の支払について
　これまで年会費の納入は本誌綴じ込みの振込用紙をご利用いただいておりましたが，2022 年 7 月より年 1 回の
郵送にてお届けいたします。発刊済みの本誌綴じ込みの振込用紙もご利用いただけますので，必要事項をご記入
の上，速やかに下記の口座へお振り込み下さいますようお願いいたします。年会費の納入が遅れますと所属支部
への還元金の送金が遅れる場合がありますので，どうぞご協力を宜しくお願いいたします。
　なお「ゆうちょダイレクト」での振込や，銀行振込も可能ですが，送金元口座名義がご本人名義の場合に限
らせていただきます。「ゆうちょダイレクト」からの際には「送金内容入力」の「メッセージ」欄に××ネンド
カイヒ（カタカナ記載）と記載下さいますようお願いします。
　また，会費納入状況のお知らせとして本誌発送の際に同封させていただいておりました「会費納入状況のお知
らせ」は毎年 7 月に郵送にてお知らせいたします。2 年以上の会費未納がある場合には，年度末（8 月上旬）に
会費未納通知・督促通知の後，会員登録の抹消を行う予定ですので，ご注意ください。また，2 年以上の会費
未納がある場合で 1 年分の年会費を納入いただいた場合は , 自動的に未納 1 年目の年会費として取り扱わせて
いただきます。
　ご不明な点があれば本部事務局までお問い合わせください。何卒ご理解の程，よろしくお願いいたします。

< 振込先（郵便振替）＞　
　名　称：一般社団法人 日本実験動物技術者協会　　　
　口　座：00130-9-102291
　取扱機関：飯田橋駅東口郵便局（東京都新宿区下宮比町 3-2）　TEL：03-3260-9830



< 振込先（銀行振込）＞　
　銀行名：ゆうちょ銀行　店番：019　預金種目：当座
　店名：〇一九（ゼロイチキユウ店）　口座番号：0102291
　※振込名は必ず個人名でお願いします。

6. 新入会・所属変更・住所変更は本部事務局まで
　本部事務局では会員数の拡大を目標に今後の事業を展開していきたいと思います。是非お近くの非会員の方に
もお声をかけていただきますよう宜しくお願いいたします。
　本協会への入会 , 登録内容変更 , 退会の場合は，本部事務局にお問い合わせ頂くか，機関誌綴じ込みの「入会申込・
登録内容変更・退会届け」書式，もしくは協会ホームページ（http ://www.jaeat.org/）にアクセスしていただき，

「入会・退会」の項より「申請書（MSWord ファイル）」をダウンロードし，必要事項を明記のうえ FAX または
メールにて本部事務局までご連絡下さい。なお電子化に伴い入会時には電子メールアドレスの登録を必須とさせて
いただきますのでご理解とご協力の程よろしくお願いいたします。

　一般社団法人 日本実験動物技術者協会　本部事務局
　〒 162-0814　東京都新宿区新小川町 5-20 サンライズビルⅡ 3F　
　株式会社アドスリー内　TEL・FAX：03-3269-3531　E-mail：jaeat@adthree.com

6-1．入会手続きの流れ
　① 上記のいずれかの「申請書」書式に必要事項を記入の上、本部事務局へ送付ください。
　② ①と併せて，「入会金　2,000 円」と「年会費　6,000 円」を以下の口座へ振り込んでください。前述の
5. 年会費の支払についてに記載している「ゆうちょダイレクト」や、銀行振込も可能です。ゆうちょダイレクト
でお振込の場合には「送金内容入力」の「メッセージ」欄に　ニュウカイキン　××ネンドカイヒ（カタカナ記載）
と記載下さいますようお願いします。

＜振込先（郵便振替）＞ 
名　　称：一般社団法人 日本実験動物技術者協会　　
口　　座：00130-9-102291　
取扱機関：飯田橋駅東口郵便局（東京都新宿区下宮比町 3-2）　TEL：03-3260-9830　

< 振込先（銀行振込）＞　
　銀行名：ゆうちょ銀行　店番：019　預金種目：当座
　店名：〇一九（ゼロイチキユウ店）　口座番号：0102291
　※振込名は必ず個人名でお願いします。

③ 入会希望の FAX または E-mail と振込を確認した後に，本部事務局は入会希望者の入会手続き（会員名簿
への登録）を行います。

④ 本部事務局より入会登録者に，年度内に配布された機関誌と広報のバックナンバーを送付します。2023 年
以降は掲載している URL をメールにてお知らせいたします。

7. 機関誌「実験動物技術」への投稿のお願い
　機関誌「実験動物技術」は当協会の重要な活動の一つです。最近，機関誌への論文投稿が減少してきております。
口頭発表やポスター発表など，是非，研究の成果をまとめていただき，投稿いただければ幸いです。論文の投稿
規程は本誌に記載しております。論文の提出先は本部事務局宛にお願いいたします。

8. ご意見・ご要望について
　協会の運営やホームページの内容など，ご質問やご意見ご要望を本部事務局にお寄せ下さい。会員の皆様から
頂いたご意見・ご要望は，理事会等を経て，協会のよりよい運営に反映されます。また，行って欲しい講演会や
講習会のご希望もお寄せ下さい。本部事務局に届いたご希望は，本部共催講演会や各支部の講演会・講習会の
参考にさせていただきます。ご意見等は，本部事務局までお願いいたします。



一般社団法人 日本実験動物技術者協会

令和

〒162-0814 
東京都新宿区新小川町5-20 サンライズビルⅡ 3F
株式会社アドスリー内
（一社）日本実験動物技術者協会本部事務局
TEL / FAX：03-3269-3531
E-mail：jaeat@adthree.com

飯田橋駅東口郵便局
（東京都新宿区下宮比町3-2）
TEL 03-3260-9830
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 1 
「短　報」

マウス GV 期卵子を用いた体外成熟培地への
β-Nicotinamide mononucleotide および

3-Aminobenzamide の共添加が体外成熟過程に与える影響

安　齋　政　幸 1, 2）＊・田　中　万　柚　子 2）・野　田　義　博 3）・松　本　和　也 1, 2, 4）

1）近畿大学先端技術総合研究所
〒 642-0017 和歌山県海南市南赤坂 14-1

2）近畿大学大学院生物理工学研究科
〒 649-6493 和歌山県紀の川市西三谷 930

3）（地独）東京都健康長寿医療センター研究所
〒 173-0015 東京都板橋区栄町 35-2

4）近畿大学生物理工学部
〒 649-6493 和歌山県紀の川市西三谷 930

* 責任著者
e-mail: anzai@waka.kindai.ac.jp

（受付　2023 年 4 月 3 日／受理　2023 年 6 月 3 日）

Effect of co-addition of β-Nicotinamide mononucleotide 
and 3-Aminobenzamide to in vitro maturation medium 
using mouse germinal vesicle oocytes on the process 
of in vitro maturation

Masayuki Anzai1,2)*, Mayuko Tanaka2), Yoshihiro 
Noda3) and Kazuya Matsumoto1, 2, 4) 

Summary  Metaphase II stage oocytes obtained 
through mouse in vi tro  maturat ion have low 
fertilization and development rates. A possible cause 

of this is decreased mitochondrial function due to the 
excessive production of reactive oxygen species within 
the ooplasm. In this study, we investigated the effect 
of the co-addition ofβ-Nicotinamide mononucleotide 
(β-NMN) and 3-Aminobenzamide (3-ABA) on in vitro 
maturation of mouse germinal vesicle oocytes using 
3-ABA, which inhibits the NAD+ consuming enzyme 
PARP1. There were no significant differences in the 
in vitro maturation results of the mTaM medium 
supplemented with various concentrations of β-NMN 
compared to that of the medium withoutβ-NMN. 
Although the in vitro maturation results for mTaM 
medium supplemented with 3-ABA were significantly 
lower under the 30 mM concentration (59%; 44/74, P < 
0.05). We also examined the in vitro maturation rates 
of the mTaM medium with the co-addition of 2 mM β
-NMN and 30 mM 3-ABA and found that the maturation 
rate was significantly improved (82%; 76/93, P < 0.05) 
compared with that of the medium without β -NMN 
(59%; 63/106). These results suggest thatβ-NMN may 
avoid the DNA damage caused by PARP1 inhibition.

Key words：β- N i c o t i n a m i d e  m o n o n u c l e o t i d e ,  
3-Aminobenzamide, germinal vesicle oocytes, in 
vitro maturation, mouse
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要　約

　 マ ウ ス の 体 外 成 熟 操 作 に よ り 得 ら れ た MⅡ 
（metaphase Ⅱ）期卵子は，受精率およびその後の発
生率が低い。この原因の一つとして，細胞内における
活性酸素種の産生過剰に伴うミトコンドリアの機能
低下が考えられている。本研究では，NAD+ 消費酵素
である poly [ADP-ribose] polymerase 1（PARP1） を
阻害する 3-Aminobenzamide （3-ABA）を用いて，β
-Nicotinamide mononucleotide （β-NMN）と 3-ABA の
共添加がマウス GV 期卵子への体外成熟成績へ与え
る影響を検討した。様々な濃度のβ-NMN を添加した
修正 TaM 培地での体外成熟結果は，β-NMN を添加
していない培地と比較して有意差はなかった。一方，
3-ABA を添加した修正 TaM 培地の体外成熟成績は，
30mM 濃度下で有意に低下することを認めた （59%; 
44/74, P<0.05）。次 に，2mM のβ-NMN と 30mM の
3-ABA を共添加した修正 TaM 培地の体外成熟率
を比較したところ，β-NMN を含まないもの （59%; 
63/106）と比較して成熟率が有意に向上した （82%; 
76/93, P<0.05）。これらのことから，体外成熟培地へ
の 3-ABA の添加は，NAD+ 消費量の減少によりDNA
損傷の蓄積が起こる可能性が明らかとなり，β-NMN
を添加することで，NAD+ の供給を亢進し活性酸素種
などの DNA 損傷となる要因を軽減する可能性が示唆
された。 

序　文

　近年，排卵前に卵巣内の未成熟卵子 （以下，GV 期卵
子）を採取し体外成熟培地で培養することにより，産子
まで発生できる発達能力を備えた受精卵を作出するこ
とが可能になっている 1, 2）。通常，卵丘細胞は未成熟卵
子の周囲に接着しており，卵母細胞の代謝調節に不可
欠な存在であるが 3），未成熟卵子の体外成熟操作や顕
微授精などのマイクロマニュピレーション操作を含む
いくつかの実験では，卵丘細胞を卵母細胞から除去す
ることは避けられない場合がある。卵丘細胞がない GV
期卵子に適した体外成熟培地として，TYH とαMEM
を等量ずつ混合した TaM 培地が開発されているが 4），
その受精率や発生率は体内成熟卵子より低い。この要
因の一つとして，体外環境下で細胞内における酸化還
元反応の均衡が崩れたことにより，過剰に生じた活性
酸素種（reactive oxygen species; ROS）が示されている
5, 6）。通常，卵巣内に存在する初期の卵母細胞ではミト

コンドリア活性が比較的低いためタンパク質複合体Ⅰ
による ATP 生成能が低い状態にあるが，体外成熟過程
での発育中の卵母細胞は複合体 I サブユニットの発現
が上昇することで ROS の産生が開始することにより，
DNA 修復機構も不十分であることから核 DNA および
mDNA 機能に脆弱であることが考えられる 7）。
　ROS の抑制機能制御の一つに，SIRT1 の活性化によ
る Sod2 遺伝子を始めとした抗酸化酵素遺伝子群の制
御がある 8）。SIRT1 は，哺乳類では 7 種類ある Sirtuin
ファミリーの一つであり，核または細胞質に局在する 9）。
また，Sirtuin ファミリーはクラス III に属する脱アセ
チル化酵素として作用し，核内転写因子である Foxo3a
や PGC-1αなどの様々なタンパク質と相互作用し，
nicotinamide adenine dinucleotide（以下，NAD+）を消
費してリジン残基からアセチル基を除去することによ
り，転写機能を調節する 10, 11）。さらに，Sirt1 遺伝子は
NAD+ 含有量によって発現量が調節されており 12, 13），
NAD+ の前駆体であるβ-Nicotinamide mononucleotide

（以下，β-NMN）をマウス体外成熟培地に添加するこ
とで，卵子細胞質への過剰な ROS 産生量を抑制できる
ことが報告されている 14）。一方，Sirtuin ファミリーと
は別に NAD+ 消費酵素の一つとして，核に局在する
Poly [ADP-ribose] polymerase 1 （以下，PARP1）が知ら
れている。PARP1 は，翻訳後修飾の一つであるポリ
ADP- リボシル化（以下，PAR 化）を行う 18 種類の
PARP ファミリーの一つであり，標的タンパク質上の
グルタミン酸残基，アスパラギン酸残基，リジン残基
を PAR 化する 15）。これにより，PARP1 は自身や一本
鎖切断や二本鎖切断などの DNA 損傷修復に関わる酵
素を活性化させるが，過剰に活性化すると基質である
NAD+ の枯渇化とそれに伴う ATP の枯渇化を引き起
こし，細胞死を誘導する 16, 17）。そこで本実験では，
NAD+ の供給による Sirt1 遺伝子への影響とそれに伴
う過剰な ROS 産生の抑制に着目し，PARP1 の阻害剤
として知られる 3-Aminobenzamide（以下，3-ABA）を
体外成熟培地に添加することによる，体外成熟操作お
よび Sirt1 遺伝子と Sod2 遺伝子発現に与える影響を検
討した。

材料および方法

（1）供試動物
　供試動物として，成熟齢に達した Kwl:ICR 未経産
雌マウス（（株）紀和実験動物研究所）を用いた。供試
マウスは，室温 23 ± 2℃，湿度 50 ± 5％，12 時間明暗
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周期（7 時点灯，19 時消灯）の条件下にて概日リズム
の調節を一週間以上行い順化したのち実験に供試し
た。飼料は固形飼料（CRF1R: オリエンタル酵母工業

（株））を不断給餌とし，飲料水は自由摂取させた。
　本実験に供する実験動物の飼養と管理および動物実
験の立案や苦痛度の管理は，近畿大学動物実験委員会
の審査ならびに機関の長の承認を受け，近畿大学動物
実験規程に基づき実施した（KAAT-2022-002）。

（2）体外成熟培地の調製
　体外成熟培地の調製は，αMEM 培地（32561037: 
Thermo Fisher Scientific）および TYH 培地 18）をそ
れぞれ等量ずつ混合した TaM 培地 4）へ 5% ウシ胎児
血清 （S1400-500: Biowest）を添加した修正 TaM 培地
を用いた 19）。次に，修正 TaM 培地にβ-Nicotinamide 
mononucleotide （44501900: オリエンタル酵母工業（株））
を 1mM, 2mM, 4mM, 8mM となるように調製した。
さらに，修正 TaM 培地に 3-Aminobenzamide（A0788-
250MG: SIGMA）を 1mM, 5mM, 10mM, 30mM となる
ように調製し至適濃度の検討を行った。
　最後に，2mM β-NMN を添加した修正 TaM 培地へ
3-ABA を 30mM となるように調製したものを実験に
供試した。調製された各体外成熟培地は，炭酸ガスイ
ンキュベータ内 （37℃ , 5% CO2 in air）で平衡した後
に使用した。

（3）体外成熟操作
　マウス未成熟卵子を用いた体外成熟操作は，安齋ら
の方法を修正して行った 14）。成熟齢に達した Kwl:ICR 
雌マウスへ妊馬血清性性腺刺激ホルモン（動物用セロ
トロピン : あすかアニマルヘルス）を 7.5 単位となるよ
うに腹腔内投与した。投与後，46 時間目に卵巣を摘出
し，修 正 CZB-HEPES 培 地 20）へ 0.1% Hyaluronidase 

（H2406: SIGMA）を添加した採卵用培地内で卵巣を細
切し，卵子卵丘細胞複合体を回収した。
　卵丘細胞を除去した未成熟卵子（以下，GV 期卵
子）は，β-NMN を各濃度に調整した修正 TaM 培地，
3-ABA を各濃度に調整した修正 TaM 培地，2mM β
-NMN と 30mM 3-ABA を共添加した修正 TaM 培地
に移し，炭酸ガスインキュベータ内にてそれぞれ 16
時間体外成熟培養を行った。体外成熟操作後，卵核
胞の崩壊および第一極体の放出を確認したそれぞれ
の M Ⅱ （metaphase Ⅱ）期卵子は，酸性タイロード液

（94211: KITAZATO）にて透明帯を除去した後，PBS
（-）へ 0.1% Polyvinyl alcohol（P8136-250G: SIGMA）を

添加した溶液にて洗浄し，RNA 抽出に供試するまで
-80℃で保存した。

（4）RNA 抽出および相対発現量解析
　体外成熟後発生した M Ⅱ（metaphase Ⅱ）期卵子
は，NucleoSpin® RNA Plus（740984.50: TaKaRa）
を 用 い て RNA 抽 出 後，PrimeScriptTM RT Master 
Mix（RR036A: TaKaRa）を用いて逆転写反応を行っ
た。その後，得られた cDNA を鋳型として，MyGo 
Green Mix Universal Rox（5935: funakoshi）を 用 い
て RT-qPCR 反応液を作製した。RT-qPCR 反応は，
MyGo Pro（1337: funakoshi）を用いて，Table 1 に示
す Primer list および Fig. 1 に示す反応条件により行
った。RT-qPCR 反応により得られた各標的遺伝子の
発現量は，Gapdh の発現量を用いて補正し，Pfaffl 法
により相対定量を行った。E=10（-1/ 傾き） -1 として表さ
れる増幅効率を，2 倍希釈系列を用いた検量線により
目的遺伝子毎に算出した。各遺伝子のΔCq 値は，β
-NMN および 3-ABA 非添加区における各遺伝子の
サイクル数から各添加区における各遺伝子のサイク
ル数を減算して得た。最終的に，Sirt1 遺伝子または
Sod2 遺伝子の増幅効率に各ΔCq 値をべき乗して得ら
れた Etarget ΔCq 値を，Gapdh 遺伝子で同様に算出し
て得られた Reference ΔCq 値で除算することにより，
Sirt1 および Sod2 の相対発現量を算出した。

（5）統計学的解析
　本章の実験操作における統計学的処理は，Stat 
View-J 5.0 ソフトウェア（SAS Institute）を用いて，各
実験区について分散分析を求めた後，Tukey-Kramer
あるいは t 検定により求めた。

結　果

　各濃度のβ-NMN を添加した修正 TaM 培地を用
いた体外成熟成績を Table 2 に示した。回収した GV
期卵子を体外成熟操作へ実施した結果，1mM, 2mM, 
4mM, 8mM 区において，79 ～ 91% が形態学的に正常
な MⅡ（metaphase Ⅱ）期卵子へ発生した。また，い
ずれの添加区でもβ-NMN 非添加区 （89%; 54/61）と
比較し有意な差は認められなかった （P>0.05）。
　次に，修正 TaM 培地へ各濃度の 3-ABA を添加し
た場合での体外成熟成績を Table 3 に示した。1mM, 
5mM, 10mM のそれぞれの 3-ABA 添加区において
は 79 ～ 90% の体外成熟率であり，非添加区（90%; 
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Table1��List�of�primer�sequences�for�real-time�PCR

Primer Sequence�（5’�–�3’） Annealing（℃）

Gapdh
Forward TGTGTCCGTCGTGGATCTGA

63.0
Reverse TTGCTGTTGAAGTCGCAGGAG

Sirt1
Forward CAGACCCTCAAGCCATGTTTGATA

63.0
Reverse TTGGATTCCTGCAACCTGCTC

Sod2
Forward ATGTTACAACTCAGGTCGCTCTTC

63.0
Reverse TGATAGCCTCCAGCAACTCTCC

*Experiments�were�repeated�three�times.�Different�letters�indicate�no-significant�differences（a-b;�P>0.05）.

Concentration�of�β-NMM No.�of�GV�stage�oocytes�used
No.�（%）�of�oocytes�developed�

to�MII�stage��

0mM�（non-additive） 61 54�（89）�a

1mM 63 50�（79）�b

2mM 58 53�（91）�b

4mM 63 52�（83）�b

8mM 69 59�（86）�b

Table2��Results�of�in vitro�maturation�using�modified�TaM�medium�supplemented�with�
������������various�concentrations�of�β-NMN*

Fig. 1��Reaction�conditions�for�qPCR�
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62/69）と比べ有意な差は認められなかった（P>0.05）。
一方，3-ABA を 30mM の濃度で添加した区では 59%

（44/74）の体外成熟率であり，非添加区と比較して有
意に発生が低下した（P<0.05）。
　2mMβ-NMN および 30mM 3-ABA を共添加した
修正 TaM 培地を用いて，体外成熟培養により発生し
た M Ⅱ（metaphase Ⅱ）期卵子は，82% が形態学的に
正常であり，対象区の 30mM 3-ABA 添加体外成熟培
地における体外成熟成績と比べ有意に改善が認められ
た （Table 4）。
　RT-qPCR 反応により得られた Gapdh 遺伝子，Sirt1
遺伝子，Sod2 遺伝子の各相対発現量を Fig. 2 に示

した。Pfaffl 法により発現量の比較を検証したとこ
ろ，β-NMN あ る い は 2mMβ-NMN お よ び 30mM 
3-ABA を添加したいずれの修正 TaM 培地でも，非
添加区と比較し有意に Sirt1 遺伝子の発現量が上昇
した（a-b; P<0.05）。一方，Sod2 遺伝子の発現におい
ては，2mMβ-NMN 添加修正 TaM 培地では，非添加
区と比較し有意に Sod2 遺伝子の発現量が上昇した

（A-B; P<0.05）。しかし，30mM 3-ABA 添加区または
β-NMN との共添加区では，Sod2 遺伝子の発現量に
は差を認めないことから，核内 NAD+ 消費量の減少
により増加した SIRT1 は Sod2 を介した抗酸化反応
経路を活性化できない可能性を示した。

*Experiments�were�repeated�four�times.�Different�letters�indicate�significant�differences（a-b;�P<0.05）.

Concentration�of�3-ABA No.�of�GV�stage�oocytes�used
No.�（%）�of�oocytes�developed�

to�MII�stage�

0mM�（non-additive） 69 �62�（90）a

1mM 72 65�（90）�

5mM 76 64�（84）�

10mM 79 63�（79）�

30mM 74 �44�（59）�b

Table3��Results�of�in vitro�maturation�using�modified�TaM�medium�supplemented�with�
������������various�concentrations�of�3-ABA*

Concentration�of

β-NMM
No.�of�GV�stage�oocytes�used

No.�（%）�of�oocytes�developed�to

MII�stage

0mM�（non-additive） 106 63�（59）�a

2mM 93 76�（82）�b

Table4��Results�of in vitro�maturation�using�modified�TaM�medium�co-added�with�β-NMN�and�30mM�3-ABA*

*Experiments�were�repeated�four�times.�Different�letters�indicate�significant�differences（a-b;�P<0.05）.



6 

考　察

　酸化ストレス下に曝されることで発生する様々な
ROS に加えて多くのフリーラジカル（遊離基）が，内因
性 DNA の損傷を引き起こす可能性がある 21）。一方，
ROS により生じた DNA 損傷後の自己修復に必要な
PARP1 は，NAD を基質とし PAR 化と共に DNA 損傷
修復機能が活性化される。また，ATP 産生に重要なミ
トコンドリアを構成するタンパク質の多くは核ゲノム
によりコードされており，ミトコンドリアの生合成ま
たはミトコンドリアによる安定した ATP 産生には核
ゲノム - ミトコンドリアゲノム間のクロストークが必
要である 22, 23）。3-ABA の卵子への影響は，PARP1 阻
害による DNA 損傷の蓄積と細胞質ミトコンドリア内
における ATP 産生を不安定化するものと考えられた。
　Bai らは，PARP1 をノックアウトした遺伝子操作
マウスを用いて，エネルギー産生能力の活性化を検証
したところ，褐色脂肪組織と筋肉において NAD+ 含
有量，SIRT1 活性，ミトコンドリア活性の変化が示さ
れている 24）。本実験において，PARP1 阻害剤として
用いた 30mM 3-ABA 添加は，PARP1 を十分に阻害
できることが示唆され，NAD+ 消費量の減少による核
内 NAD+ 含有量の増加や DNA 損傷の蓄積が起こっ

たことが考えられる。一方で NAD+ の前駆体であるβ
-NMN は，サルベージ回路によって ATP を消費して
NAD+ に合成される 25）。これまで，未受精卵子におけ
る NMN の細胞内への輸送経路の詳細は明らかではな
いが，今回の結果から，体外成熟培地へのβ-NMN の
添加が細胞内 NAD+ 含有量を上昇させ Sirt1 遺伝子の
発現量もそれに応答して上昇した。さらに，体外成熟
培地への 3-ABA の添加は，PARP1 による核内 NAD+

の消費が阻害されたことにより，非添加区と比較して
細胞内 NAD+ 含有量が高くなることで Sirt1 遺伝子の
発現量が上昇することも示唆した。
　30mM 3-ABA 添加区と比較してβ-NMN との共添
加区では有意に高い成熟率を示した一方で，興味深い
ことに Sod2 遺伝子の影響は認めなかった。β-NMN の
添加により NAD+ が供給されるものの，PARP1 の阻
害により蓄積されやすくなった DNA 損傷が SIRT1 を
介して直接的に SOD2 抗酸化蛋白質を制御するのでは
なく，別の抗酸化反応経路を活性化した可能性が考え
られる。Yamamori らは，DNA 損傷修復活性に関与し
ている SIRT1 は，DNA 損傷シグナルにより DNA 塩
基除去修復に働く APE1 や DNA 二本鎖切断修復に働
く Ku70 の脱アセチル化を強化し DNA 修復活性を高
めることを明らかにしている 26）。新も，細胞障害によ

Fig. 2��Relative�expression�levels�of�each�target�gene�in�MII-stage�oocytes�obtained�in�3-ABA�and�
　　　�β-NMN-supplemented in vitro maturation�medium（± SD）
�

MII�oocytes�developed�on�medium�without�β-NMN�and�3-ABA�were�corrected�for Gapdh�to����
obtain�Sirt1�and�Sod2 genes�on�the�expression�respectively.�
The�letters�represent�significant�differences（a-b,�A-B;�P<0.05）.　
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る回帰には，SIRTI が p53 ならびに Foxo3 などを脱ア
セチル化して活性を弱め，DNA 損傷後のアポトーシ
スを遅らせて，DNA 修復過程のための準備期間があ
ることを示唆している 27）。私たちもこれまでの先行研
究において，β-NMN の添加によるマウス体外成熟由
来卵子は細胞質に発生する過剰な ROS の産生を抑制
することを明らかにしており，卵子細胞質に存在する
ミトコンドリア機能の改善に NAD+ の亢進と共に代
謝酵素遺伝子群の活性化がその後の発生と密接な関係
がある可能性を示唆した 14）。その後，小木曽らも同系
統のマウス体外成熟由来卵子を用いた体外受精後の胚
盤胞期胚への発生率は，非添加区（16%; 17/106）と比
較してβ-NMN 添加区では 31%（49/160）と向上し，胚
移植の結果，産子獲得率の改善を確認している。さら
に，逆転写 PCR により Foxo1 遺伝子の定量解析を実
施した結果，体外成熟後に得られた M Ⅱ期卵子では体
内成熟由来卵子と同等の発現量であることを発表して
いる 28）。Frescas らは，Foxo family は転写コアアクチ
ベーターとして機能し Foxo1 では SIRT1 と相互作用
することで脱アセチル化を促進する可能性を示唆して
いる 29）。さらに，マウス卵巣内で発育を待つ未成熟卵
子では，Foxo3 が核外から移行する時期に発現が高ま
ることで成長を誘引する 30）。これらの要因は，酸化ス
トレスに応答した Foxo family の一部が核内に蓄積し
SIRT1 と相互作用することで，TGF-βとインスリンシ
グナリングが卵子細胞質内の品質維持を調節する経路
が存在していると考えられており，私たちの実験結果
も，この構成要素の可能性を支持できるものと推察し
ている。
　SIRT1 は，脱アセチル化酵素の一つとして存在して
いる。その標的タンパク質には PPARγコアクチベー
ターである PGC-1αや転写因子である Foxo3a が報告
されており 11, 31），それぞれの下流経路には抗酸化酵
素遺伝子である Sod2 遺伝子が存在する 32, 33）。さら
に，PGC-1αによるミトコンドリア生合成の活性化は，
ERRα，NRF-1，および NRF-2 の同時活性化を介して
Sod2 遺伝子の発現を調節する。これらのことから，体
外成熟培地へのβ-NMN の添加は，Sirt1 遺伝子の発現
量上昇と PGC-1αまたは Foxo3a の脱アセチル化を経
て，Sod2 遺伝子の発現を調節することにより，これま
で詳細が明らかでない ROS 防御システムへの複数の
構成要素と共調節機能について，これらの転写コアク
チベーターが ROS 代謝遺伝子プログラムの調節にお
いて役割を果たす可能性が示唆された。
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「特　集」

実験動物の生産の制御と品質管理

後　藤　洋　平

ジャクソン・ラボラトリー・ジャパン株式会社 生産部

【はじめに】
　近年，動物の愛護及び管理に関する法律の改正（動物
愛護管理法の一部を改正する法律，令和 2 年 6 月 1 日
施行）により，動物の適正飼養を推進する事が求められ
ている。また，医薬品関連企業や研究機関においては，

「3Rs の原則」に基づく取り組みが進められ，国内の実
験動物の使用数は 1970 年代から 1980 年代をピークと
して減少傾向にある。このような情勢に合わせて，実
験動物のブリーダーにおいては，ユーザーの需要を満
たし，年間を通した実験動物の安定的供給を維持した
上で，生産量を低減する様々な取り組みを進めている。
本稿では，ジャクソン・ラボラトリー・ジャパン（以下，
当社）の生産量の調整についての方法，また，実験動物
の遺伝的な統御および微生物学的な品質を担保した上
で，肉眼的観察において軽微な一般性状の所見が確認
された動物の取り扱いについて紹介する。

【実験動物の生産調整】
　実験動物の生産において，当社では動物福祉の
Reduction（削減）の観点から，動物生産数の調整を行
っている。まず，年間の生産計画を策定し，それに基

づいて適正な繁殖用の雌雄の匹数を算出して交配に
用いる。また，生産した匹数に対する出荷した匹数の
割合を定期的に確認し，適正な動物生産が行われてい
ることを追跡する。それぞれの系統特有の正常な妊娠
率，産仔数および離乳数に満たない場合には，生産工
程に問題がなかったかどうか，管理責任者が生産の担
当者にそのプロセスを確認する。これらの分析結果を
もとに，生産部門と販売部門が合同で定期的に生産計
画を見直し，ユーザーの需要を過不足なく満たす生産
数を再設定している。

【出荷用の動物における選抜基準の問題点】
　当社では社内認定資格を持つ「最終検査員」が，一
般性状（動物の外観）の肉眼的所見における観察より，
出荷用の動物の選抜を行っている。この最終検査員の
資格取得条件として，実験動物 2 級技術者資格を有し
ているか，または飼育管理業務に 3 年以上携わってい
る必要がある。条件を満たし，かつ業務の適性がある
と判断された担当者には，実技教習が実施され，筆記
試験，実技試験に合格した後に，資格が付与される。
最終検査員は，試験研究に影響を与える可能性のあ
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尾の先端の欠損耳介の僅かな欠損
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る動物の外観異常を動物出荷時にくまなくチェック
し，異常が認められた動物を出荷対象から除外してい
る。しかし，試験研究用途に問題がないと考えられる
軽微な外観異常でも，ユーザーから指摘を受けること
がある。以下がその一例で，耳介が僅かに欠けている

（Fig. 1），尾の先端が僅かに欠損している（Fig. 2），爪
が剥がれている，等があげられる。

【米国と日本の違い】
　少し視点を変え，我々の親会社である米国ジャクソ
ン研究所（以下，JAX）の状況に眼を向けてみる。動物
は週齢で管理され，週齢毎で体重の幅が定められてい
る。出荷担当者はユーザーの希望する週齢であること
を確認した後に動物を出荷する。これらの点は我々と
同様である。一方，試験研究に影響を与える外観異常
は当然除外されるものの，系統特性に由来する外観所
見は出荷対象としている。また，軽微な脱毛，尾曲が
り，尾切れ，耳の異常も出荷対象であり，出荷時に選
抜され排除されることはない。見た目の完璧さを求め
ず，試験研究への影響のみを重要視する背景には，実
験動物の使用に際しての合理的な考え方や動物福祉に
対する徹底した配慮があると感じる。

【実験動物の品質】
　当社が考える高品質な実験動物の要件のひとつと
して，遺伝的な統御がなされており，試験研究に対し
て再現性のあることが挙げられる。JAX の主要系統
では，実験成績の再現性やグローバルスタンダード
な品質を担保するために，遺伝的な乖離が生じない
ようにする Genetic Stability Program（GSP）を採用

している（Fig. 3）。本プログラムでは 10 世代以内に 1
回，基礎コロニーの入れ替えを行い，遺伝的ドリフト
を防止している。同様に，Charles River Laboratories
由来の主要系統では，米国 Charles River が維持する
Foundation コロニーから定期的に親種の供給を行う
International Genetic Standardization（IGS）Program
を採用，世界中で遺伝的乖離を最小限に抑えた動物を
供給することが可能である。我々はこれらの遺伝学的
統御プログラムが，再現性の高い適切なデータの取得
に貢献し，ユーザーの試験研究を支えているという自
負を持っている。高品質な実験動物の供給は，試験研
究を短縮することにより最終的には使用する動物数を
削減し，実験動物の適正な使用につながる。

【最後に】
　我々ブリーダーの使命は，国内の実験動物を用いた
試験研究を中断することなく，品質が一定している実
験動物を安定供給することである。再現性を担保した
動物を供給する一方，本来の試験研究に影響を与えな
い軽微な一般性状を判別して，安楽死処分の対象とし
ないことは，使用されない動物数を削減する事につな
がる。また，ユーザーの声に耳を傾け，期待に沿う対
応を実践することが我々の基本方針であるため，実験
動物の外観の異常についてユーザーから要望があった
場合には聞き取り，試験研究に支障をきたすことがな
いよう最大限の配慮をしている。今回，当社の事例を
紹介したが，軽度な一般性状について，使用用途に則
したユーザーの検収により，更なる実験動物の削減に
つながり，動物福祉の向上に結びつくと考える。

Fig. 3
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賛助会員名簿（50 音順）

アーク・リソース（株）

（株）アイテック 

（株）朝日工業社 

あすか製薬（株） 

アステラス製薬（株）

（株）アドスリー 

（株）アニマルケア

（株）アニメック 

（株）安評センター

EA ファーマ（株）

（株）エーテック 

（株）NAS 研究所

（株）大阪ビル管理

（株）大塚製薬工場

小野薬品工業（株）

オリエンタル酵母工業（株）

科研製薬（株）

（株）カネカ

北山ラベス（株） 

キッセイ薬品工業（株）

九動（株）

協和キリン（株） 

（有）葛生運送

（株）ケー・エー・シー

興和（株）

三協ラボサービス（株）

（株）三和化学研究所

（株）ジェー・エー・シー

シオノギテクノアドバンスリサーチ（株）

（公財）実験動物中央研究所

（株）シナノ製作所

清水実験材料（株）

ジャクソン・ラボラトリー・ジャパン（株）

新生冷熱工業（株）

（株）新日本科学 

（株）精研

清和産業（株）

千寿製薬（株） 

第一三共（株）

大正製薬（株）

ダイダン（株）

（株）中外医科学研究所

中外製薬（株） 

テクニプラスト・ジャパン（株）

東京実験動物（株）

東京ビジネスサービス（株）

（一財）動物繁殖研究所

トキワ科学器械（株）

（公財）鳥取県産業振興機構

（株）夏目製作所 

（株）日東エアテック

日本エスエルシー（株）

日本化薬（株）

日本クレア（株） 

日本実験動物器材協議会

日本実験動物協同組合

日本実験動物飼料協会

日本農薬（株）　

（株）バイオテック

ハムリー（株） 

フィード・ワン（株）　

（株）フィジオテック

（株）フナバシファーム

三浦工業（株）

（株）美濃ラボ 

（株）ヤクルト本社中央研究所　

ラビックス（株） 

（株）ラボテック  

（株）レナテック
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編　集　後　記

　今号から「実験動物技術」は，これまでの印刷製本形式からオンラインジャーナルとなりました。また 12 月号

からはこれまでの日本語に加えて英文での投稿も受け付ける予定です。会員の皆様も実技協は「学術団体」で

あると認識されていると思います。それでは「学術団体」とは何でしょうか？ 1 つの定義として日本学術会議の

協力学術団体への認定があります。実技協もこの協力学術団体として登録されていますが，この要件の中に

「査読制の学術雑誌を年 1 回以上継続して発行していること」という項目があります。実技協が「学術団体」と

して存在し続けるためには「実験動物技術」を安定的に発行し続ける必要があり，オンラインジャーナル化も

英文での受付も投稿数および掲載数を増やす試みの一つということになります。会員の皆様にもこの背景をご理解

いただいた上で機関誌の安定的発行にご協力いただければ幸いです。第 57 回総会（福島）では人材育成部と編集

部の合同で「実験動物技術」への投稿を促す内容のグループワークを企画しております。これらの企画も通じて

機関誌を身近に感じて戴き，会員の皆様が日常の業務の中で発見・改良した実験動物の取り扱いに関する技術が

投稿・掲載に繋がればと編集部では考えております。

A.T.

発  行  者 理事長 　　  中　　　野　　　洋　　　子
発  行  所 一般社団法人日本実験動物技術者協会

（事務局） 〒 162-0814　東京都新宿区新小川町 5-20
   サンライズビルⅡ 3F 
　　　　　　    株式会社　アドスリー内
 （一社）日本実験動物技術者協会編集部事務局
  T E L ／ F A X 　 0 3 - 3 2 6 9 - 3 5 3 1

令和 5 年 6 月 30 日発行

「実 験 動 物 技 術」編 集 部

 編 集 部 長 　 丸　山　　　滋　　ジャクソン・ラボラトリー・ジャパン株式会社 生産部
 編 集 部 員 　 藤　平　篤　志　　日本獣医生命科学大学 実験動物学教室
 編 集 部 員 　 安　齋　政　幸　　近畿大学先端技術総合研究所 生物工学技術研究センター
 編 集 部 員 　 渡　邊　利　彦　　中外製薬株式会社 研究業務推進部

編集事務局　〒 162-0814  東京都新宿区新小川町 5-20 
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有限会社　葛生運送

〒287-0224
千葉県成田市新田128-6
代表　葛生　辰矢
Ｅ－ｍａｉｌ ： info@kuzuu-transport.com

ＴＥＬ ： 0476-73-2403
ＦＡＸ ： 0476-73-2419

品質マニュアル
清掃消毒手順書
衛生管理手順書
教育手順書
文書管理手順書
逸脱管理手順書等

清掃・消毒 / 温度管理 / ネズミ返し・フィルター

各種輸送ケージをご用意しております

お客様の多彩なニーズにお応えできる車両をご用意しております

マウス・ラット輸送箱（エコンアーク）
滅菌した輸送箱を事前にお届けいたします。
 
サル輸送ケージ
（ニホンザル用・カニクイザル用・マーモセット用）
特定外来生物の飼養等の許可を受けてている
ケージをご用意しております。
 
ブタ用荷台柵
ケージに入らないブタやその他、中動物の輸送も
お任せください。

品質管理

くずう運送

貴重なデータを保持した実験動物を

　      安全・確実・清潔に全国へお届けします。



取扱い商品一例

ゼゼブブララフフィィッッシシュュ飼飼育育装装置置

▴飼育に最適な環境を自動
的に制御するゼブラフィ

ッシュ飼育装置。

オオーートトメメーーシショョンン

▴床敷の廃棄、ケージ洗浄、床敷供給といった工程を
自動化するロボット。作業効率を高めるだけでなく、作業
者様をアレルギーリスクやケガから守ります。

ケケーージジ交交換換スステテーーシショョンン

▴エアバリアでケージ交換時のク
ロスコンタミネーションを防ぎ、

同時に作業者様 をアレルギーリスク

から守ります。

ウウササギギケケーージジ

▴世界基準に準拠した
サイズで、快適空間を
動物に提供するウサギ
ケージ。

テテククニニププララスストト・・ジジャャパパンン株株式式会会社社

〒1 0 6 - 0 0 4 7 東京都港区南麻布5 - 2 - 3 2興和広尾ビル2F  

TEL 0 3 - 5 4 4 7 - 3 4 9 0
http://www.tecniplastjapan.co.jp/ 

※上記は商品一例です。この他にも一般ケージや床敷廃棄ステーションなど様々な機器を取り扱っておりますので、お気軽にお問い合わせください。

ママウウスス飼飼育育用用個個別別換換気気ケケーージジシシスステテムム

▴世界基準に準拠したマウス飼育用個別
換気ケージシステム。動物に最適なケー

ジ内環境を作り、同時に作業者様をアレル

ギーリスクから守ります。

万万能能型型洗洗浄浄機機

◀ローデントケージやゼブラタンク、

プライメートケージ、ラックなど一台

でなんでも洗える万能型洗浄機。

※過酸化水素ガス殺菌も行うことが可能

です。

テクニプラストは世界８ヵ国に子会社を設立し、その他４０ヵ国以上の代理店ネットワークにより、

世界中の研究機関に環境や動物、人に配慮した基礎医学分野の実験機器をグローバルに展開しています。





動物実験計画の申請～承認の流れをシステムで一
括管理。煩雑な手続きの効率化を安価な導入費用
でお手伝いします。

実験計画申請書の審査過程（事務局からの指摘事
項、審査委員からのコメント実験責任者との質疑
応答など）が記録され、審査の適正性を証明でき
ます。デジタルファイル管理により、検索も可能。
外部検証などにもお役立ていただけます。

★優れた拡張性 ★個別カスタマイズにも対応

★直感的でやさしい操作性★安価な導入費用

株式会社アドスリー

動物実験計画の申請・承認の手続きを一括管理でスムーズに！

〒162-0814 東京都新宿区新小川町 5-20
サンライズビルⅡ 3F
TEL: 03-3528-9841 FAX: 03-3528-9842 
E-mail: o.toshikawa@adthree.com
https://www.adthree.com

デモサイト　
https://demo.ad3.jp/index.html



動物販売

動物輸送 飼
育
・
管
理

試
薬
販
売

鳥栖（佐賀県）、熊本（熊本県）、筑波（茨城県）



JACは医学・薬学・生命科学研究のための動物実験を
総合的に支援する技術者集団です。

●実験動物の飼育管理 
●実験補助
●教育＆コンサルティング
●施設消毒
●環境検査
●消耗品・用具の販売

［業務内容］

人と技術で動物実験の環境を支える

http://www.jac-co.co.jp

〒153-0043   東京都目黒区東山1-2-7　第44興和ビル
　　　　　　TEL.03-5722-0555　FAX.03-5722-0557
〒564-0053   大阪府吹田市江の木町6-5
　　　　　　TEL.06-4861-7121

本　　社  ／

大阪営業所  ／




